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一
七
世
紀
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
お
け
る
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
改
革

佐

野

正

子

は
じ
め
に
ー
!
な
ぜ
一
七
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か

一
七
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ピ
ュ

I
リ
タ
ニ
ズ
ム
が
、
近
代
世
界
の
成
立
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
、

マ
ッ
ク

ス
・
ウ
エ

i
パ
l
や
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
、

A
・
D
-
リ
ン
ゼ
イ
ら
に
よ
っ
て
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
七
世
紀

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
、
ち
ょ
う
ど
中
世
か
ら
近
代
へ
と
向
か
う
過
渡
期
に
位
置
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
近
代
社
会
の
形
成
原
理
と
し
て
は

た
ら
い
た
も
の
が
、
ビ
ュ

l
リ
タ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。
ま
た
ピ
ュ

l
リ
タ
ニ
ズ
ム
は
、
近
代
世
界
の
成
立
過
程
に
役
割
を
果
た
し
た
と
共

に
、
教
会
史
的
に
見
る
と
、

ア
メ
リ
カ
の
教
会
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
わ
が
国
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
多
く
が
ア

メ
リ
カ
を
経
由
し
て
伝
来
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
系
譜
を
辿
る
な
ら
ば
ピ
ュ

i
リ
タ
ニ
ズ
ム
に
行
き
着
く
。
聖
学
院
大
学
の
キ
リ
ス

ト
教
の
伝
統
も
、
こ
の
系
譜
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

一
七
世
紀
ピ
ユ

i
リ
タ
ニ
ズ
ム
を
学
ぶ
こ
と
は
、
全
く
わ
れ
わ
れ
と
関
係
の

な
い
外
国
の
昔
の
思
想
を
学
ぶ
と
い
う
よ
り
も
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
思
想
の
源
流
や
わ
れ
わ
れ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
を
知
る
上
で
も
必

要
な
、
わ
れ
わ
れ
に
深
く
関
わ
る
事
柄
で
あ
る
と
考
え
る
。
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ピ
ュ

i
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
は
何
か
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
は
、

ヘ
ン
リ

l
八
世
の
離
婚
問
題
に
端
を
発
し
て

ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ツ

60 

ク
教
会
か
ら
分
離
し
て
生
ま
れ
た
が
、

エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
時
代
に
、
国
教
会
は
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
中
道
を
行
く
と
い

う
路
線
を
取
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
大
陸
の
宗
教
改
革
の
影
響
を
受
け
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
聖
職
者
ら
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
宗

教
改
革
が
徹
底
し
て
い
な
い
と
い
う
自
己
反
省
か
ら
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
運
動
が
始
ま
る
。

ド
の
宗
教
改
革
を
よ
り
徹
底
し
た
形
で
宗
教
改
革
す
る
と
い
う
運
動
で
あ
る
と
言
え
る
。

ひ
と
言
で
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン

で
は
な
ぜ
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
を
取
り
上
げ
る
か
。
わ
が
国
で
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
お
け
る
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
改

革
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
未
開
拓
な
研
究
領
域
で
あ
る
。

一
三
世
紀
に
い
く
つ
か
の
コ
レ
ッ
ジ
が
設
立
さ
れ
て
か
ら

今
日
に
至
る
ま
で
の
大
学
の
歴
史
の
中
で
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
ら
が
大
学
の
指
導
者
と
な
っ
て
大
学
改
革
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
唯
一
こ

の
時
代
だ
け
で
あ
る
。
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
改
革
を
試
み
た
の
か
。

一
七
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
。
ジ
ェ
イ
ム

ズ
一
世
が
亡
く
な
り
、

チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
の
時
代
に
な
る
と
、
専
制
的
な
支
配
と
な
り
、
迫
害
さ
れ
た
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
ら
は
オ
ラ
ン
ダ

や
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
や
が
て
王
党
派
と
議
会
派
の
聞
に
内
戦
が
起
こ
り
、
議
会
軍
の
勝
利
に
よ
っ
て
チ
ャ

I
ル

ズ
一
世
は
一
六
四
九
年
一
月
に
処
刑
さ
れ
、
共
和
制
と
な
る
。

一
六
五

0
年
代
に
は
オ
リ
ヴ
ァ

l
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
が
プ
ロ
テ
ク
タ
ー

と
し
て
政
治
的
指
導
者
と
な
り
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
支
配
の
時
代
が
一
六
六

O
年
の
王
政
復
古
ま
で
続
く
。
こ
の
激
動
の
時
代
に
、

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
と
と
も
に
歩
む
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
お
よ
び
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ

I
ド
の
支
配
下
に

あ
っ
た
大
学
を
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
な
大
学
に
改
革
す
る
こ
と
は
、

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
指
導
者
ら
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
っ
た
と
言
え

る
。
本
稿
で
は
、

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
ら
が
ど
の
よ
う
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
を
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
な
大
学
に
改
革
し
た
の
か
、
そ
の

試
み
を
見
て
み
た
い
。



1
.

チ
ャ
ー
ル
ズ
E

口
l
ド
体
制
下
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
に
重
ん
じ
ら
れ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ

l
ド
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
を
迫
害
し
た
大
主
教
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

ロ
ー

ド
は

一
五
九

0
年
代
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
学
生
時
代
を
過
ご
し
、

一
六
一
一
年
か
ら
一
二
年
ま
で
母
校
で
あ
る
セ
ン
ト

ジ
ョ
ン
ズ
・
コ
レ
ッ
ジ
の
学
長
と
な
り

一
六
二
九
年
か
ら
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
総
長
(
わ

ERo--。
円
)
を
務
め
、

一
六
三
三
年

に
は
大
主
教
と
な
っ
た
。

ロ
ー
ド
の
総
長
時
代
お
よ
び
大
主
教
時
代
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
は
、

ロ
ー
ド
の
信
奉
者
が
重
ん
じ

17世紀オックスフォード大学におけるピューリタン的改革

ら
れ
、

ロ
ー
ド
の
熱
心
な
信
奉
者
で
あ
り
王
党
派
で
あ
っ
た
ブ
ラ
イ
ア

ン
・
ド
ユ
ツ
パ
が
二
ハ
二
九
年
か
ら
三
八
年
ま
で
、
ま
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
フ
エ
ル
が
一
六
三
八
年
か
ら
四
八
年
ま
で
、
副
総
長
を
務
め

ロ
i
ド
の
指
導
の
下
に
ロ

l
ド
的
な
改
革
が
行
な
わ
れ
た
。

た
。
ド
ユ
ツ
パ
と
フ
エ
ル
は
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
の
学
長
も
兼
ね
て
い
た
。

ロ
ー
ド
は
礼
拝
に
お
け
る
儀
式
を
重
ん
じ
礼
拝
式
文

ハ
イ
チ
ャ
ー
チ
的
な
礼
拝
様
式
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
に
心
を
注
い
だ
。
礼
拝
堂
の
装
飾
は
荘
厳
な
儀
式
に
合
っ
た
華
美

な
も
の
を
好
み
、
礼
拝
堂
の
祭
壇
の
位
置
を
東
側
に
移
動
し
、
祭
壇
の
周
り
に
柵
を
設
け
、
祈
祷
の
時
に
膝
ま
ず
く
こ
と
や
祭
壇
に
お

を
改
革
し
て
、

辞
儀
を
す
る
こ
と
を
強
要
し
た
。
ま
た
す
べ
て
の
フ
エ
ロ

l
や
学
生
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ガ
ウ
ン
の
着
用
と
ラ
テ
ン
語
の
公
用
を
徹
底
し

よ
う
と
試
み
た
。
ロ
ー
ド
は
大
学
が
「
儀
礼
」
を
軽
視
し
て
い
る
風
潮
を
嘆
き
、
彼
が
総
長
に
就
任
し
た
と
き
に
、
コ
レ
ッ
ジ
の
学
長

ら
に
対
し
て
、
す
べ
て
の
大
学
の
メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
ガ
ウ
ン
を
着
用
す
る
こ
と
を
徹
底
す
る
よ
う
に
命
じ
た
手
紙

が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ロ

l
ド
の
路
線
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
ら
の
目
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
的
で
権
威
主
義
的
な
も
の
と
映
っ
た
。

一
六
三

0
年
代
の
ロ

I
ド
体
制
以
来
、
大
学
は
王
党
派
が
主
流
と
な
っ
て
い
た
の
で
、

四
0
年
代
に
入
り
内
戦
が
始
ま
る
と
大
学
当

局
は
王
党
派
を
支
持
し
、
各
コ
レ
ッ
ジ
は
金
銀
の
財
宝
を
寄
付
し
て
内
戦
に
協
力
し
た
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
は
ロ
ン
ド
ン
を
追
わ
れ
、

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
を
拠
点
と
し
て
戦
い
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
は
一
六
四
二
年
か
ら
一
六
四
六
年
ま
で
王
党
派
の
牙
城
と
な
っ
た
。
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内
戦
の
聞
大
学
で
の
教
育
は
事
実
上
不
可
能
と
な
っ
た
。

62 

2 

長
期
議
会
に
よ
る
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
大
学
改
革

内
戦
の
結
果
、

一
六
四
六
年
に
議
会
軍
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
お
い
て
王
党
派
に
勝
利
し
た
。
議
会
に
と
っ
て
、
王
党
派
で
占
拠

さ
れ
て
い
た
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
か
ら
王
党
派
を
一
掃
し
、
内
戦
に
よ
っ
て
混
乱
と
無
秩
序
に
陥
っ
て
い
た
大
学
を
、
本
来
の
学

問
の
研
究
と
教
育
の
機
関
に
戻
す
こ
と
が
急
務
な
課
題
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
議
会
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
お
け
る
ピ
ュ

l
リ

タ
ン
的
な
改
革
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
る
。

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
お
け
る
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
改
革
は
、
視
察
委
員
会
(
叶
日
拓
国
。
同
門
目
。
同
点
ω
件。円
ω)
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
と
言

え
る
。
視
察
委
員
会
と
は
、
大
学
に
お
け
る
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
な
改
革
を
め
ざ
し
て
、
長
期
議
会
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
委
員
会
で

あ
お
。
長
期
議
会
は
、
一
六
四
七
年
五
月
に
二
四
名
か
ら
構
成
さ
れ
る
視
察
委
員
会
を
設
置
す
る
法
令
を
出
し
お
。
王
政
復
古
ま
で
に

視
察
委
員
会
は
三
回
組
織
さ
れ
た
が
、

あ
っ
た
。
委
員
会
は
、

四
0
年
代
後
半
に
編
成
さ
れ
た
最
初
の
視
察
委
員
会
は
、
大
半
が
長
老
派
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
で

一
六
四
八
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
多
く
の
王
党
派
の
コ
レ
ッ
ジ
の
学
長
や
教
授
や
フ
エ
ロ

l
を
免
職
に
し
た
。

ク
イ
ー
ン
ズ
・
コ
レ
ッ
ジ
以
外
の
学
長
は
す
べ
て
免
職
と
な
り
、
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
で
は
、
学
長
で

あ
っ
た
サ
ミ
ユ
エ
ル
・
フ
エ
ル
と
共
に
、
ジ
ョ
ン
・
ウ
ォ

l
ル
以
外
の
七
人
の
大
聖
堂
参
事
会
員

(hg。
ロ
)
が
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
問
。

こ
の
た
め
大
学
全
体
で
約
二
百
の
フ
エ
ロ

l
職
の
空
席
が
で
き
、
多
く
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
が
招
帥
持
さ
れ
た
。
招
抽
持
さ
れ
た
ピ
ュ

l
リ
タ

オ
リ
エ
ル
、
リ
ン
カ
ン
、

一
六
三

0
年
代
半
ば
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
学
ん
だ
若
い
研
究
者
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
約
四

O
名
の

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
出
身
者
の
う
ち
、
そ
の
三
分
の
一
は
エ
マ
ニ
ユ
エ
ル
・
コ
レ
ツ
ジ
の
卒
業
生
で
あ
っ
問
。
最
初
の
視
察
委
員
会
は
、

ン
ら
の
内
訳
を
見
る
と
、



一
六
五
二
年
四
月
二
二
日
の
会
合
を
最
後
に
解
散
さ
れ
た
。
長
老
派
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
を
中
心
と
し
た
こ
の
最
初
の
視
察
委
員
会
が
行

な
っ
た
改
革
を
ま
と
め
る
と
、

ロ
ー
ド
体
制
を
一
掃
す
る
た
め
に
多
く
の
王
党
派
の
教
員
を
免
職
に
し
て
、
そ
の
代
わ
り
に
多
く
の

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
を
教
員
と
し
て
招
き
、

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
大
学
に
編
成
し
な
お
す
た
め
の
環
境
を
整
え
る
と
い
う
役
割
を
果
た
し
た
と

言
え
る
。

3
.
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
時
代
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
大
学
改
革

17世紀オックスフォード大学におけるピューリタン的改革

一
六
五
一
年
一
月
に
ペ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
伯
爵
の
死
に
よ
っ
て
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
が
大
学
総
長
に
選
ば
れ
る
。
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
が
総
長
に
就

任
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
に
重
ん
じ
ら
れ
た
独
立
派
が
大
学
の
中
で
指
導
的
立
場
に
立
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
の
中
で
最

も
中
心
的
な
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
た
の
が
、
大
学
副
総
長
お
よ
び
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
の
学
長
に
抜
擢
さ
れ
た
ジ
ョ
ン
・
オ
ウ

エ
ン
で
あ
る
。
大
学
総
長
で
あ
っ
た
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
が
大
学
に
送
っ
た
手
紙
の
中
に
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
大
学
に
対
す
る
期
待
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
「
あ
な
た
が
た
の
問
で
素
晴
ら
し
く
育
っ
て
い
る
敬
度
と
学
問
の
種
や
株
は
、
偉
大
で
輝
か
し
い
我
ら
の
主
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
国
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
よ
う
に
と
い
う
私
の
祈
り
は
必
要
な
い
く
ら
い
で
あ
る
」
。
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
は
、
大
学
で
「
敬

虞
と
学
問
の
種
と
株
」
が
大
き
く
育
っ
て
い
る
こ
と
を
喜
び
、
そ
れ
が
キ
リ
ス
ト
の
国
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
ク
ロ

ム
ウ
エ
ル
の
下
で
副
総
長
を
務
め
た
オ
ウ
エ
ン
は
、
「
敬
度
と
学
問
の
種
と
株
」
を
育
て
る
た
め
に
大
学
の
改
革
に
精
力
的
に
取
り
組
ん

だ。(
1
)
ク
ラ
イ
ス
卜
・
チ
ャ
ー
チ
に
お
け
る
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
改
革
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一
六
四
八
年
か
ら
一
六
五
一
年
ま
で
大
学
の
副
総
長
お
よ
び
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
の
学
長
を
務
め
て
い
た
長
老
派
ピ
ュ
ー
リ
タ

ン
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
は
、
共
和
政
政
権
に
忠
誠
を
誓
一
う
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
に
署
名
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
た
め
に
、

一
六
五
一
年
三
月
に
副
総
長
の
職
と
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
の
学
長
を
辞
任
し
、
オ
ウ
エ
ン
が
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
の
学
長
の

職
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
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ヘ
ン
リ

i
八
世
に
よ
っ
て
一
五
四
六
年
に
設
立
さ
れ
た
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
は
、
大
聖
堂
を
持
っ
た

特
異
な
コ
レ
ッ
ジ
で
あ
る
。
初
代
の
学
長
の
リ
チ
ャ

i
ド
・
コ
ッ
ク
ス
は
熱
心
な
宗
教
改
革
の
推
進
者
で
あ
っ
た
。

大
主
教
ク
ラ
ン
マ
ー
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
か
ら
招
か
れ
た
著
名
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
で
あ
っ
た
ピ

l
タ
l
・
マ

l
タ
ー

が
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
の
大
聖
堂
参
事
会
員
の
ひ
と
り
と
な
り
、
欽
定
神
学
教
授
(
問
。
加
古
ω
司

5
p
g
R
え

g
i
E
q
)
に
任
命
さ
れ

た
。
こ
の
よ
う
に
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
は
設
立
当
初
か
ら
宗
教
改
革
に
積
極
的
な
コ
レ
ッ
ジ
で
あ
り
、
こ
の
伝
統
は
長
く
続
い
た
。

コ
ッ
ク
ス
時
代
、

し
か
し
ロ

l
ド
時
代
に
ロ

I
ド
の
熱
心
な
信
奉
者
で
あ
り
王
党
派
で
あ
っ
た
ド
ユ
ツ
パ
と
フ
エ
ル
が
学
長
で
あ
っ
た
た
め
、
後
任
の
レ

イ
ノ
ル
ズ
が
コ
レ
ッ
ジ
の
学
長
と
な
っ
た
一
六
四
八
年
頃
に
は
、

い
た
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
中
心
的
な
コ
レ
ッ
ジ
で
あ
る
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
を
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
な
コ
レ
ッ
ジ
に
改
革

レ
イ
ノ
ル
ズ
や
そ
の
後
を
引
き
継
い
だ
オ
ウ
エ
ン
ら
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

コ
レ
ッ
ジ
は
い
ま
だ
議
会
側
に
対
し
て
敵
対
的
な
雰
囲
気
が
残
っ
て

す
る
こ
と
は
、

オ
ウ
エ
ン
が
コ
レ
ッ
ジ
の
学
長
と
な
っ
て
間
も
な
い
頃
に
出
さ
れ
た
大
聖
堂
参
事
会
色
町
名
古
門
)
の
決
議
は
、
説
教
に
関
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
一
六
五
一
年
五
月
に
、
コ
レ
ッ
ジ
に
属
す
る
修
士
以
上
の
者
は
日
曜
日
に
無
牧
の
教
会
の
説
教
を
担
当
す
る
こ

と
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
も
う
ひ
と
つ
は
一
六
五
一
年
六
月
に
、
す
べ
て
の
学
生
は
日
曜
日
ご
と
に
聞
い
た
説
教
の
内
容
を
指
導
教

員
に
報
告
す
る
こ
と
と
い
う
決
議
で
あ
っ
た
。
説
教
を
報
告
す
る
と
い
う
こ
の
課
題
は
、
説
教
を
注
意
深
く
聞
き
理
解
し
て
い
な
け
れ

ば
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
説
教
を
重
視
す
る
こ
と
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
伝
統
で
あ
討
が
、
説
教
に
関
す
る
こ
の
二
つ
の
決
議
は
、
オ

ウ
エ
ン
が
大
学
の
教
育
に
お
い
て
も
、
魂
の
養
い
と
し
て
説
教
を
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。



オ
ウ
エ
ン
自
身
も
大
学
に
お
い
て
多
く
の
説
教
を
行
な
っ
て
い
る
。

一
六
五
二
年
か
ら
五
七
年
ま
で
大
学
教
会
で
あ
る
セ
ン
ト
・
メ

ア
リ

l
教
会
で
、

モ
ー
ド
リ
ン
・
コ
レ
ッ
ジ
の
学
長
を
務
め
て
い
た
ト
マ
ス
・
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
と
交
互
に
、

日
曜
日
の
午
後
の
説
教
を

担
当
し
た
。
ま
た
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
の
大
聖
堂
で
の
日
曜
日
の
礼
拝
の
説
教
も
定
期
的
に
行
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に

毎
週
木
曜
日
の
午
後
四
時
に
コ
レ
ッ
ジ
で
も
た
れ
て
い
た
大
学
講
義
を
時
に
は
担
当
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
時
代
人
の
ア
ン
ソ

ニ
l
・
ウ
ッ
ド
は
説
教
者
と
し
て
の
オ
ウ
エ
ン
を
以
下
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。
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彼
の
人
柄
は
礼
儀
正
し
く
好
ま
し
か
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
説
教
壇
で
と
て
も
優
雅
な
振
る
舞
い
と
雄
弁
な
話
し
ぶ
り
と
、
人
を
ひ

き
つ
け
巧
妙
に
説
く
態
度
を
示
し
た
。
彼
は
彼
の
弁
舌
の
説
得
力
に
よ
り
、
ま
た
そ
の
他
の
い
く
つ
か
の
目
に
見
え
る
優
越
性
に

よ
っ
て
、
彼
を
尊
敬
す
る
聴
衆
を
ほ
と
ん
ど
彼
の
望
む
ま
ま
に
動
か
し
巧
み
に
導
く
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
に
ウ
ッ
ド
は
オ
ウ
エ
ン
を
優
れ
た
説
教
者
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。

ま
た
一
六
五
一
年
六
月
二
日
の
大
聖
堂
参
事
会
で
は
、
大
聖
堂
の
窓
か
ら
神
や
天
使
が
描
か
れ
て
い
る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
取
り
外

す
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。
こ
れ
も
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
改
革
の
ひ
と
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

(
2
)
第
二
視
察
委
員
会
に
よ
る
大
学
改
革

オ
ウ
エ
ン
は
一
六
五
二
年
九
月
に
、

レ
イ
ノ
ル
ズ
の
退
任
の
後
に
一
年
間
副
総
長
を
務
め
て
い
た
長
老
派
の
ダ
ニ
エ
ル
・
グ
リ
ー
ン

ウ
ッ
ド
の
後
任
と
し
て
、
大
学
総
長
で
あ
る
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
よ
り
推
薦
さ
れ
大
学
の
評
議
会
合

g
g
g
t。
ロ
)
に
お
い
て
承
認
さ
れ
て

一
年
ご
と
の
更
新
で
あ
る
副
総
長
の
職
は
、
そ
れ
か
ら
五
年
間
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
の
推
薦
に
よ
っ
て
オ
ウ
エ
ン
が
再

副
総
長
と
な
っ
た
。
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ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
は
、
大
学
に
宛
て
た
一
六
五
二
年
十
月
一
六
日
付
け
の
正
式
な
書
面
で
、
総
長
の
職
務
を
委
任
す
る
た
め
の
委
員
を

五
名
任
命
し
問
。
そ
の
書
面
の
内
容
は
、
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
の
国
政
の
仕
事
が
激
務
な
た
め
ロ
ン
ド
ン
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
総
長

の
承
認
が
必
要
な
事
柄
を
以
下
の
五
名
の
う
ち
三
名
以
上
が
承
認
し
た
場
合
に
、
総
長
の
承
認
と
し
て
み
な
す
と
い
う
権
限
を
彼
ら
に

委
任
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

私
は
こ
こ
に
、
現
在
大
学
の
副
総
長
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
オ
ウ
エ
ン
氏
お
よ
び
そ
の
い
く
つ
か
の
コ
レ
ッ
ジ
と
ホ

l
ル
の
学
長
た
ち
、

あ
る
い
は
彼
ら
の
う
ち
五
人
か
そ
れ
以
上
(
そ
の
中
の
一
人
が
前
記
の
副
総
長
で
あ
る
こ
と
)
に
、
前
記
の
メ
ン
バ
ー
の
間
に
す

で
に
生
じ
た
か
こ
れ
か
ら
生
じ
る
す
べ
て
の
意
見
の
相
違
や
不
満
に
つ
い
て
、
聴
聞
し
吟
味
す
る
こ
と
を
望
み
、
委
任
す
る
。
そ

の
際
彼
ら
に
は
、
そ
の
件
に
つ
い
て
、
彼
ら
の
判
断
に
お
い
て
、
適
切
で
あ
り
正
義
と
公
正
に
適
う
と
彼
ら
が
考
え
る
よ
う
に
命

じ
、
決
定
す
る
た
め
の
、
私
の
持
つ
限
り
の
最
大
限
の
権
限
と
権
威
を
付
与
す
る
。

そ
の
五
名
と
は
、

ジ
ョ
ン
・
オ
ウ
エ
ン
、
ピ

l
タ
l
・
ウ
ィ
ル
キ
ン
ズ
(
ウ
ォ

l
ダ
ム
・
コ
レ
ッ
ジ
学
長
)
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ゴ

ダ

l
ド
(
マ

1
ト
ン
・
コ
レ
ッ
ジ
学
長
)
、
ト
マ
ス
・
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
(
モ

i
ド
リ
ン
・
コ
レ
ッ
ジ
学
長
)
、
ピ

i
タ
I
・
フ
レ
ン
チ

で
あ
る
。
総
長
の
職
務
を
委
任
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
彼
ら
が
大
学
内
で
最

(
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
大
聖
堂
参
事
会
員
)

も
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
に
信
頼
さ
れ
た
指
導
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

最
初
の
視
察
委
員
会
が
解
散
さ
れ
て
し
ま
っ
た
後
、
オ
ウ
エ
ン
や
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
ら
大
学
の
指
導
者
た
ち
は
、
大
学
の
改
革
を
さ
ら

に
推
進
す
る
た
め
に
、
大
学
関
係
者
か
ら
成
る
よ
り
小
さ
な
組
織
と
し
て
あ
ら
た
に
視
察
委
員
会
を
編
成
す
る
こ
と
を
議
会
に
求
め
、



一
六
五
二
年
六
月
一
五
日
に
承
認
さ
れ
た
。
長
期
議
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
委
員
ら
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
第
一
視
察
委
員
会
が
、
行

な
っ
た
こ
と
は
い
わ
ば
外
か
ら
の
改
革
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
オ
ウ
エ
ン
ら
は
大
学
の
内
部
か
ら
の
改
革
を
試
み
た
と
言
え
る
。
次

の
正
式
な
視
察
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
、
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
大
学
関
係
者
十
名
か
ら
成
る
第
二
視
察
委
員
会
は
、

一
六
五
三
年
六
月
二

O
日
か
ら
一
六
五
四
年
九
月
一
日
ま
で
定
期
的
に
委
員
会
を
聞
き
、
大
学
の
改
革
に
取
り
組
ん
だ
。
十
人
の
委
員

は
、
ジ
ョ
ン
・
オ
ウ
エ
ン
、
ト
マ
ス
・
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
、
ピ

l
タ
l
・
フ
レ
ン
チ
、

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ゴ
ダ
l
ド
、
ジ
ョ
ン
・
コ
ナ
ン
ト

(
エ
ク
セ
タ

l
・
コ
レ
ッ
ジ
学
長
)
、

エ
ド
モ
ン
ド
・
ス
タ
ン
ト
ン

(
コ
ー
パ
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
・
コ
レ
ッ
ジ
学
長
)
、
サ
ン
ク
フ
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(
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
ズ
・
コ
レ
ッ
ジ
学
長
)
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
パ
ズ
ネ
ッ
ト
(
オ

i
ル
・
ソ

l
ル
ズ
・
コ
レ
ッ
ジ
の

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ホ
ウ
エ
ル
(
エ
ク
セ
タ

i
・
コ
レ
ッ
ジ
の
フ
エ
ロ

l
)
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
当
時
の
大
学
の
改
革
を

担
っ
た
指
導
者
た
ち
で
あ
る
。
こ
の
第
二
視
察
委
員
会
は
、
副
総
長
で
あ
っ
た
オ
ウ
エ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
聞
か
れ
、
こ

ル
・
オ
ウ
エ
ン

フ
エ
ロ

I
)
、

の
委
員
会
記
録
を
見
る
と
オ
ウ
エ
ン
ら
が
め
ざ
し
た
大
学
の
改
革
の
内
容
が
明
ら
か
と
な
っ
て
く
る
。

一
六
五
三
年
六
月
二

O
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
第
二
視
察
委
員
会
に
お
い
て
大
学
の
学
生
の
宗
教
生
活
に
関
す
る
決
議
が
い
く
つ
も
な

さ
れ
て
い
る
。
二
回
目
の
会
合
で
あ
る
六
月
二
七
日
に
は
、
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
の
コ
レ
ッ
ジ
内
に
あ
る
オ
ウ
エ
ン
の
学
長
宅
で
、

学
期
中
「
週
に
二
回
、
月
曜
日
と
火
曜
日
に
午
後
一
時
か
ら
長
く
て
六
時
ま
で
」
会
合
を
持
つ
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
議
事
録
に
は
以

下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

六
月
二
七
日

視
察
委
員
は
週
二
回
会
合
を
持
つ
こ
と

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
視
察
委
員
に
よ
っ
て
以
下
の
ご
と
が
決
議
さ
れ
規
定
さ
れ
た
。
視
察
の
業
務
に
関
す
る
会
合
の
時
間

は
、
週
二
回
す
な
わ
ち
月
曜
日
と
火
曜
日
に
午
後
一
時
か
ら
長
く
て
六
時
ま
で
と
し
、

そ
の
後
は
次
の
会
合
ま
で
休
会
と
す
る
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週
に
二
回
、
午
後
を
丸
々
使
っ
て
会
合
が
も
た
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
オ
ウ
エ
ン
ら
が
い
か
に
こ
の
視
察
委
員
会
に
よ
っ
て
大

学
の
改
革
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
た
か
と
い
う
彼
ら
の
熱
意
が
表
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
同
日
の
会
議
で
は
、
大
学
に
所

属
す
る
コ
レ
ッ
ジ
の
す
べ
て
の
指
導
教
員
の
氏
名
を
各
コ
レ
ッ
ジ
の
学
長
が
翌
週
の
月
曜
日
の
会
合
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
を
決
議
し

た

一
六
五
三
年
六
月
二
七
日

指
導
教
員
の
名
前
を
連
絡
す
る
こ
と

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
視
察
委
員
に
よ
っ
て
以
下
の
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
前
記
の
大
学
の
諸
々
の
コ
レ
ッ
ジ
と
ホ

l
ル
の

学
長
(
あ
る
い
は
彼
ら
が
不
在
の
場
合
に
は
そ
の
代
理
)
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
に
お
け
る
す
べ
て
の
指
導
教
員
の
名
前
を
:
:
:
翌

週
月
曜
日
午
後
一
時
に
、
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
内
の
副
総
長
公
舎
で
の
視
察
委
員
の
会
合
へ
連
絡
す
る
こ
と
。

オ
ウ
エ
ン
ら
は
、
学
生
を
指
導
す
る
す
べ
て
の
指
導
教
員
を
視
察
委
員
会
が
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。

そ
し
て
学
生
の
宗
教
生
活
の
規
律
に
関
す
る
決
議
が
以
下
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
。
学
生
は
指
導
教
員
の
前
で
「
毎
週
日
曜
日
午

後
六
時
か
ら
九
時
の
間
に
当
日
出
席
し
た
礼
拝
の
説
教
の
内
容
を
報
告
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
決
め
ら
れ
た
。

六
月
二
七
日

学
士
は
報
告
を
行
な
う
こ
と



オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
視
察
委
員
に
よ
っ
て
以
下
の
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
大
学
の
前
記
の
コ
レ
ッ
ジ
と
ホ

l
ル
の
す
べ
て

の
学
士
と
学
部
生
は
、
毎
週
の
主
の
聖
日
に
、
各
団
体
の
長
お
よ
び
管
理
者
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
能
力
と
敬
度
に
お
い
て
優
れ

た
一
人
ま
た
は
複
数
の
者
に
対
し
て
、
午
後
六
時
か
ら
九
時
の
間
に
、
彼
ら
が
聞
い
た
説
教
お
よ
び
そ
の
日
の
他
の
宗
教
的
活
動

へ
の
参
加
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
。
そ
し
て
各
団
体
の
長
お
よ
び
管
理
者
は
、
学
士
以
上
の
学
位
を
も
っ
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者
す
べ
て
と
と
も
に
、
自
ら
そ
の
報
告
に
同
席
し
、
祈
祷
や
そ
の
よ
う
な
会
合
に
ふ
さ
わ
し
い
他
の
宗
教
的
義
務
が
伴
う
よ
う
配

慮
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
そ
し
て
以
下
の
こ
と
も
さ
ら
に
規
定
さ
れ
た
。
こ
の
規
定
の
写
し
が
各
学
長
や
管
理
者
へ
送
付
さ
れ
、

各
団
体
で
公
表
さ
れ
る
こ
と
。

こ
の
決
議
は
、
オ
ウ
エ
ン
が
一
六
五
一
年
六
月
に
、
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
の
学
長
に
就
任
し
た
直
後
の
大
聖
堂
参
事
会
の
会
議

で
決
議
さ
れ
た
内
容
と
類
似
し
て
い
る
。
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
で
の
み
行
な
わ
れ
て
い
た
学
生
に
対
す
る
訓
練
を
す
べ
て
の
コ

レ
ッ
ジ
の
学
生
に
課
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
決
議
は
オ
ウ
エ
ン
ら
が
、
学
生
の
宗
教
生
活
に
お
い
て
説
教
を
真
剣

に
聞
き
理
解
す
る
こ
と
が
学
生
の
信
仰
の
養
い
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
七
月
四
日
の
会
合

で
は
、
「
す
べ
て
の
指
導
教
員
」
は
、
毎
晩
「
午
後
七
時
か
ら
十
時
の
間
の
都
合
の
よ
い
時
間
に
、
彼
ら
の
学
生
ら
と
と
も
に
学
生
の

部
屋
で
祈
祷
の
時
を
持
つ
こ
と
」
が
定
め
ら
れ
た
。

大
学
に
お
け
る
各
コ
レ
ッ
ジ
と
ホ

l
ル
の
あ
ら
ゆ
る
指
導
教
員
は
、
夜
七
時
と
十
一
時
の
間
の
あ
る
都
合
の
よ
い
時
間
に
、
彼
ら

の
学
生
と
彼
ら
の
部
屋
で
と
も
に
祈
る
こ
と
、
そ
し
て
機
会
が
あ
る
と
き
に
彼
ら
の
時
間
を
報
告
す
る
こ
と
。
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こ
の
よ
う
に
指
導
教
員
に
は
、
勉
学
だ
け
で
は
な
く
学
生
の
信
仰
生
活
を
も
導
く
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

一
六
五
三
年
十
一
月
一
四
日
の
会
合
の
記
録
に
は
、
オ
ウ
エ
ン
ら
が
め
ざ
し
た
大
学
の
目
的
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
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大
学
の
主
な
目
的
は
、
人
文
学
だ
け
で
な
く
神
学
に
お
い
て
人
間
を
養
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
(
神
の
摂
理
が
人
々
を

召
し
た
時
)
キ
リ
ス
ト
の
福
音
へ
と
回
心
し
た
こ
と
を
公
け
に
し
、
永
遠
の
命
へ
と
魂
を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
神
の
事

柄
の
訓
練
は
そ
の
点
に
お
け
る
知
識
と
興
味
を
増
し
加
え
る
。
礼
拝
の
適
任
者
の
数
が
確
保
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
当
大
学
の

各
コ
レ
ッ
ジ
で
は
頻
繁
に
説
教
が
説
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
、
視
察
委
員
ら
は
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
引
用
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
オ
ウ
エ
ン
ら
は
大
学
の
主
な
目
的
は
人
文
学
だ
け
で
は
な
く
神
学
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
こ
と
を

明
確
に
述
べ
、
神
学
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
神
の
知
識
が
増
し
加
え
ら
れ
、
永
遠
の
命
へ
と
魂
を
鍛
え
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
明
記

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
各
コ
レ
ッ
ジ
に
お
い
て
説
教
が
多
く
な
さ
れ
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

当
時
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
と
並
ん
で
聖
職
者
養
成
機
関
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
オ
ウ
エ
ン
ら
は
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
福
音
的
な
国
と
す
る
た
め
に
、

そ
し
て
将
来
の
教
会
や
国
を
担
う
指
導
者
を
育
て
る
た
め
に
、
大
学
で
の
神
学
の
教

育
と
信
仰
の
養
い
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
一
視
察
委
員
会
が
果
た
し
た
役
割
は
大
学
か
ら
王
党
派
を
一
掃
し
、

多
く
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
教
員
を
招
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
第
二
視
察
委
員
会
は
、
学
生
の
霊
的
養
い
を
重
視
し
、
実
質
的
に
学
生
の

宗
教
生
活
を
整
え
る
役
割
を
果
た
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。



(
3
)
ク
口
ム
ウ
ェ
ル
時
代
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
お
け
る
宗
教
生
活

大
学
の
目
的
と
し
て
オ
ウ
エ
ン
ら
に
よ
っ
て
明
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
実
行
に
移
さ
れ
、
説
教
が
頻
繁
に
説
か
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
的

集
会
や
演
習
が
さ
か
ん
に
持
た
れ
た
こ
と
が
、
以
下
の
同
時
代
の
資
料
か
ら
う
か
が
え
る
。
同
時
代
人
の
ウ
ッ
ド
は
、
当
時
の
大
学
で

ど
の
よ
う
な
礼
拝
や
キ
リ
ス
ト
教
的
集
会
が
持
た
れ
て
い
た
か
を
詳
し
く
記
し
て
い
る
。

モ
ー
ド
リ
ン
・
コ
レ
ッ
ジ
で
は
毎
週
土
曜
日
午
後
四
時
に
、
翌
日
へ
の
準
備
の
た
め
に
学
長
と
フ
エ
ロ
ー
た
ち
に
よ
っ
て
交
代
で

17世紀オックスフォード大学におけるピューリタン的改革

説
教
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
そ
の
学
長
の
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
は
学
長
宅
で
、
独
立
派
の
集
会
を
毎
週
水
曜
日
の
ほ
ぼ
同
じ
時
刻
に
厳
粛

に
守
る
よ
う
定
め
て
い
た
。
:
:
:
コ
ー
パ
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
・
コ
レ
ッ
ジ
で
は
毎
週
日
曜
日
の
朝
八
時
に
、
学
長
と
フ
エ
ロ

l
た

ち
に
よ
っ
て
説
教
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
学
長
で
あ
る
ス
タ
ン
ト
ン
は
彼
の
学
長
宅
で
毎
週
木
曜
日
の
午
後
四
時
ま
で
長
老
派
の
集

会
を
持
っ
て
い
た
。
:
・
:
・
セ
ン
ト
・
メ
ア
リ

l
教
会
で
は
毎
週
火
曜
日
の
朝
七
時
に
常
に
大
学
の
数
名
の
者
た
ち
に
よ
っ
て
説
教

が
な
さ
れ
た
。
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
で
は
、
毎
週
木
曜
午
後
四
時
に
、
そ
の
学
長
や
大
聖
堂
参
事
会
員
や
そ
の
他
の
者
た
ち

に
よ
っ
て
説
教
が
な
さ
れ
た
。
前
記
の
コ
ナ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
毎
週
金
曜
日
朝
七
時
に
オ

l
ル
ハ
ロ
ー
ズ
教
区
教
会
で
講
義
が
行

わ
れ
た
。
午
後
に
は
ニ
ュ

i
・
イ
ン
・
レ
イ
ン
に
あ
る
ロ
ジ
ャ

i
ズ
博
士
宅
で
長
老
派
の
集
会
が
持
た
れ
て
い
た
。

ま
た
王
政
復
古
後
に
非
国
教
徒
の
牧
師
と
な
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
ロ
ス
も
、

生
で
あ
っ
た
大
学
生
活
を
振
り
返
っ
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

一
六
五
0
年
代
に
ペ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
・
コ
レ
ッ
ジ
の
学

私
は
し
ば
し
ば
金
曜
日
の
午
前
中
に
は
コ
ナ
ン
博
士
の
講
義
に
、
火
曜
日
に
は
ハ
リ
ス
博
士
の
教
理
問
答
の
講
義
に
通
っ
た
。
優
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秀
で
威
厳
の
あ
る
神
学
者
で
あ
る
ハ
リ
ス
博
士
は
、
若
者
の
た
め
の
彼
自
身
の
教
理
問
答
を
用
い
て
い
た
。
ま
た
木
曜
日
に
は
ク

72 

ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
の
大
聖
堂
参
事
会
員
の
講
義
に
も
出
席
し
た
。
私
が
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
来
た
と
き
に
は
、
数
多
く
の

説
教
が
説
か
れ
、
そ
し
て
数
多
く
の
優
秀
で
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
で
実
践
的
な
神
学
者
が
説
教
を
説
い
て
い
た
こ
と
を
私
は
心
か
ら

神
に
感
謝
し
て
い
る
。

さ
ら
に
視
察
委
員
会
で
決
議
し
た
学
生
の
説
教
の
復
唱
と
夜
の
祈
祷
が
実
践
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
ト
ロ
ス
の
記
録
に
残
さ
れ
て
い

る

わ
れ
わ
れ
の
コ
レ
ッ
ジ
ホ

l
ル
で
毎
週
主
の
日
の
夕
方
夕
食
前
に
、
わ
れ
わ
れ
は
副
学
長
か
他
の
フ
エ
ロ

l
の
前
で
説
教
や
神
聖

な
祈
祷
を
復
唱
し
た
。
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
コ
レ
ッ
ジ
は
主
の
日
に
と
て
も
よ
い
秩
序
が
保
て
た
。
そ
れ
と
と
も
に
夕
食
後
す
べ

て
の
コ
レ
ッ
ジ
の
学
生
の
義
務
を
速
や
か
に
済
ま
せ
、
三
名
か
四
名
の
有
望
な
少
年
た
ち
が
私
の
部
屋
に
集
ま
り
、
彼
ら
と
と
も

に
祈
祷
の
時
を
持
つ
の
を
常
と
し
た
。

ま
た
ペ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
・
コ
レ
ッ
ジ
に
お
い
て
聖
餐
式
は
、

コ
レ
ッ
ジ
の
メ
ン
バ
ー
の
中
か
ら
信
仰
深
い
と
認
め
ら
れ
た
遷
ば
れ
た
者

の
み
に
限
定
さ
れ
て
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
ト
ロ
ス
の
以
下
の
叙
述
に
示
さ
れ
て
い
る
。
「
彼
(
ラ
ン
グ
レ
イ
博
士
)
は
し
ば
し
ば

主
の
晩
餐
を
コ
レ
ッ
ジ
の
選
ば
れ
た
者
に
施
し
て
い
た
。
私
も
そ
の
中
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
ま
た
ヘ
ッ
ク
マ
ン
氏
か
ら
も
そ
れ
を
受

け
た
」
。
こ
の
叙
述
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
聖
餐
式
が
選
ば
れ
た
者
に
の
み
限
定
さ
れ
て
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
オ
ウ
エ
ン
の
副
総
長
時
代
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
は
、
多
く
の
説
教
が
説
か
れ
、
礼
拝
や
講
義
や
集
会
が



盛
ん
に
持
た
れ
て
い
た
こ
と
が
同
時
代
人
の
残
し
た
記
録
か
ら
も
明
ら
か
と
な
る
。

オ
ウ
エ
ン
自
身
も
一
六
五
五
年
七
月
の
副
総
長
演
説
で
、
「
大
学
が
今
日
ほ
ど
多
く
の
純
粋
で
気
高
い
魂
を
養
っ
た
こ
と
は
か
つ
て

な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
お
り
、
当
時
の
大
学
の
宗
教
生
活
に
つ
い
て
満
足
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
ク
ロ
ム

ウ
ェ
ル
時
代
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
改
革
の
中
心
は
、
神
学
の
学
び
と
、
説
教
や
祈
祷
に
よ
る
魂
の
養
い
で

あ
っ
た
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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ま
と
め

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
歴
史
を
執
筆
し
た
マ
レ
ッ
ト
は
、
オ
ウ
エ
ン
の
副
総
長
時
代
に
は
、
大
学
の
基
金
は
以
前
の
十
倍
に
増

加
し
俸
給
は
改
善
し
大
学
の
学
問
と
教
育
が
向
上
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
、
副
総
長
と
し
て
行
政
面
で
の
オ
ウ
エ
ン
の
働
き
も
高
く
評
価

し
て
い
る
。
オ
ウ
エ
ン
ら
大
学
の
指
導
者
た
ち
は
、
大
学
を
内
戦
の
混
乱
か
ら
本
来
の
学
問
と
教
育
の
機
関
へ
と
戻
す
こ
と
に
尽
力
し

一
六
五

0
年
代
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
歴
史
の
中
で
唯
一
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
ら
が
指
導
者
と
し
て
大
学

た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

の
改
革
を
行
な
っ
た
時
代
で
あ
る
。
特
に
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
な
改
革
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
学
生
の
宗
教
生
活
に
関
す
る
も
の
で

あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
大
学
の
目
的
は
「
人
文
学
だ
け
で
な
く
神
学
に
お
い
て
人
間
を
養
成
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
「
頻

繁
に
説
教
が
説
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
視
察
委
員
会
記
録
に
記
さ
れ
て
い
た
。
実
際
に
大
学
で
は
多
く
の
説
教
が
説
か
れ
、
講
義
や

集
会
が
盛
ん
に
持
た
れ
て
い
た
こ
と
が
同
時
代
人
の
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
将
来
の
教
会
や
国
を
担
う
指
導
者
を

敬
度
な
キ
リ
ス
ト
者
に
育
て
る
た
め
に
、

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
指
導
者
ら
は
大
学
で
の
神
学
の
教
育
と
魂
の
養
い
を
充
実
さ
せ
、
学
生
の
宗

教
生
活
を
霊
的
に
豊
か
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
努
め
た
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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